	分担研究者分


様式４－６－２

令和７年度　国際医療研究開発事業計画書（継続）

【重点研究分野】
	申請者
	所属施設所在地
	（〒　　　－　　　　）



	
	所属施設名
職　　　名
	

	
	（ふりがな）

氏　　　名

生 年 月 日
	１９　　年　　月　　日生
	

	
	電話番号（内線）
	

	
	Ｅ－Ｍａｉｌ
	


令和　７年　４月　１日

国立健康危機管理研究機構
理事長 殿
国際医療研究開発事業計画書を次のとおり提出いたします。

１．分担研究課題
	分担研究
課 題 名
	課題番号（２４Ａ　　　）【(３)年研究(２)年目】



２．研究事項　　　　　　　　　　　　　　別紙Ａ－６－２のとおり

３．今年度（令和7年4月～令和7年9月）経費内訳

[image: image1.emf]国内 国外

円

経費内訳

旅費

人件費 謝金 一般経費

総額


４．承諾書及び誓約書　　　　　　　　　別紙Ｅ及びＨのとおり
　＊国立高度医療研究センターまたは、国立大学法人所属の研究者については、別紙Ｈ（誓約書）を所属施設長のものと、研究者のものと、各々提出すること。
５．委任状及び委任承諾書　　　　　　　別紙Ｆ及びＧの写のとおり

６.経理担当者　（＊但し、分担研究者が国立健康危機管理研究機構職員の場合、記載不要）
	（ふりがな）

氏　　名
	
	所属施設名

及び職名
	

	所属施設所在地（〒　　　 － 　　　　 ）



	電話　　　　　　　　　　　　　　
（内線）
	FAX

	E-mail　



７．その他　（該当に○を記入）

	利益相反委員会への申出
未の場合は理由を記載すること
	済　・　未（　　　　　　　　　　　　　）・該当無し

	倫理審査委員会への申出
未の場合は理由を記載すること
	済　・　未（　　　　　　　　　　　　　）・該当無し


別紙Ａ－６－２
研　究　事　項　（分担研究者分）

１．研究の要約

	当該研究計画の要点を、200字以内で記入すること。

	


２．研究の概要

	・以下の（１）～（３）について1000字以内で簡潔に記入すること。

	・複数年次にわたる研究の場合には、研究全体の計画と当該事業年度の計画との関係が分かるように記入すること。

	・研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を添付すること。

	（１）研究目的

	（２）必要性

	（３）期待される成果

	　


３．この研究に関する国内・国外における研究状況及びこの研究の特色・独創的な点

	（１）解決すべき課題について、他の研究でどこまで明らかとなっており、どのような部分が残されているかについて

　　　800字以内で記入すること。

	（２）歴史的経過及び現状が分かるように記入すること。

	（３）必要に応じて参考文献を示すこと。

	　


４．申請者がこの研究に関連して現在までに行った研究状況

	３．との関連が分かるように800字以内で記入すること。

	　


５．研究実施全体計画
	（１）当初の研究計画に照らした本研究の進捗状況（前年度までの研究結果を含む。）


	　

	（２）２年度目の研究計画及び達成目標

	　

	（３）３年度目の研究計画及び達成目標

	　


６．倫理面への配慮

	　

	・遵守すべき研究に関係する指針等
　（研究の内容に照らし、遵守しなければならない指針等については、該当する指針等の［　］内に［○］を記入すること。（複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に［○］を記入すること。））

［　］　人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（生命・医学系指針）
介入研究、非介入研究の別

              □介入研究・☐非介入研究

侵襲の有無

              □侵襲あり・□軽微な侵襲あり・□侵襲なし

　　　　　＊人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針ガイダンス（令和３年４月１６日）

　　　　　　　https://www.mhlw.go.jp/content/000769923.pdf
［　］　遺伝子治療等臨床研究に関する指針

［　］　厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針
［　］　臨床研究法
［　］　研究対象国の倫理指針（指針等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［　］　その他の指針（指針等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	・疫学・生物統計学の専門家の関与の有無　　[　]有・[　]無・[　]その他

	・臨床研究登録予定の有無　　　　　　　　　[　]有・[　]無・[　]その他


７．申請者の研究歴等

	申請者の研究歴について、研究を行った研究機関名、共同研究者（又は指導を受けた研究者）、研究課題、研究機関等について記入すること。

	　


８．100万円以上の調達案件について（100万円以上の調達案件がある場合には各欄に記入すること。なお、該当がない

場合にも「調達案件」欄に「該当無し」と記入すること。）
	調 達 案 件
	金　　　額
	納 入 予 定 時 期 
	備　　　考

	
	円
	
	


９．研究費の応募・受入等の状況・エフォート（本研究費含む）
	資金制度・研究費名・研究期間（配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割(代表・分担の別）
	令和６年度の研究経費（期間全体の額）    (千円)
	エフォート（％）
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由

	
	
	
	
	
	


１０．補助金に関わる予算に執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）

　　　第１８条第１項の規定により補助金等の返還が命じられた過去５年間の事業

	年度
	研究事業名
	研究課題名
	主任・

分担等
	補助額

（円）
	返還額

返還年度
	所管省庁等

	
	
	
	
	円
	  円

　　年度
	


課題番号：　　指　　　　　分担研究者名　　　　　　　　
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